
野

辺
光

戦

争

こ

つ

い

て

爪

＼ノ五円ttu

中
年
田
舎

,N
助
に
よ
石
野
JFJ
触
羅
撃

が
弘
前
巷

に
解
妙
石
影
響

宇
こ
与
え

､
弘
前
青
臭

に
よ

石
野
･RJ
地
直
撃

を
償
遺
せ

｣
の
E
tr,J
あ

う
､つ
こ
と
は
偲
傾
_=
乾

く
iP
い
が

J
毎

に
よ

り
も
盛

里
者
の
席
順

笹
雀

の
噂

三
が
漢
恵

約
で
奉

っ
た
｡

T-
野
rt｡J
班
載
手
記
圃
｣

の
暮

春

の

昔
の
よ
う
RTl
指
摘

は
基

本

節
に
は
正
し

い
と
考

､て
る

O
即
ち

｢
南
部
豪

に
齢

て
TI_
J
此
頗
款
田

口
L
L於

て
乾
に
韓
伏
せ

り
と
か
'

式
は
降
伏
せ
ん
と
寸
言

と
か

の
噂
と
り

十
＼
石

り
し
か

は

,
ふ
頭

口
出
張

巧
木
村
隊
長

に
,'G
T
も

l
時
も
早
く
南
部
兵

の瞳

伏
せ
ざ

言

以
前

に

l
蛍
雪
拭

rFj左
と
叔

し
直

i1
野

.FJ
甲
環
暫
至
を

画
せ
り

'1

｣
と

こ
ち
で
.
野
也
慨
進
撃

が
･S,湊

口
篠
昂
大
村
無

四
部

の
判

断

に
よ

っ
て
定
さ
れ
た

の
丁
は
旨

く
.
こ
れ
11_
事

く
ま

で
モ
蕃
億

t

f

｢
た
も

の
と
考

え

て
よ

い
C

｢家
内
年
表

｣
に

己

｢
昨
日
弘
前
表
よ

り
平
河
表

へ
呑
早
打
季
候
両
､
兵
籍

中
幕

二

拒
義
一催
雄
よ
っ
進
孝

二
相
成

停
由
｣

〔

九
月

二
十

二
日
豪

)

と
あ

ち
二
て
こ
rJ
.
九
月

二
十

二
巳

の
夜
半

か
ら

二
十

三
日
の
鬼

頭

仁
か
け
て
繰

り
ひ
ろ
性
,り
わ
た
野

FJ
地
戦
争

と
盛
岡
毒

の
嘩

噸

･.,1,I:

二
一J'

テ
●

‡

降
伏
と
の
酪
連
を
薦
察

し
た

い
と
思
､つ
｡

｢
岩
手
嘆
安
｣

(
巷

大
､

九
十
九
頁
〕
と
よ
石
と

二

男
都

に
い
た
家
居

の
〒
戸
式
部

が
七
月

ニ
i･
九
口
和
蓬
よ
り
帰
順

の
申
命
等
蒙

り
､
八
月
十

九

日
天
領
よ

り
寮
如
し
九
月
十

五
日
宮

古
に
上
蔭

J
九
月
十

八
日
盛

岡
に
帰
着

し

た
と
あ

る
O
そ
し
て
'
九
月

二
十

一
日
に
出
動
由

の
全
軍
に
停

車
を
命
不

吉
こ
と
に
な
ち
っ
て

､
｢
野
.tj
地
斬
手
記

鞄
｣

ヒ
世

､

仙
合
憲

よ

り
埠
伏
慮

知

の
夜

着

餅
九
日
十
大
日
産

圏

に
狩

っ
て
来

て
お
り
.
伺
何
十
九

日
_二
重

(ノLL/
南
部
豪
よ
り

l
蔽
家
臣

へ
謝
罪

映
甲
状
り
旨
並
び
に
茎
諸

方

の
口
々

へ
毛
寅

の
旨
濠
じ
た

tO
と
あ
ち
C

一
気

ら

の
こ
と
か
ら

､
仙
4
ロ藷

障
状
に
il
っ
て
ケ
竜

か
ら
ざ

ro
衝

撃
字

つ
け
た
盛

岡
藩

は
教
薗

石
森

売
す
る

意
志
を
喪

失
し

､
棒
状

の
き

っ
か
け
ち

つ
か
も
､つ
と

し
て
い
ち
と
二
7つ
へ
､
九
月
+

八
日

東

軍
よ

り
の
内
命

を
蒙

っ
た

三
戸

宝

珠

の
帰
藩

が
市

っ
て
J
翌
十

九

百
に
は

ー
節
南
軍
ヒ
射

撃
降

伏
の
旨
を
示
度

し
た
モ

湾
と
怒
わ

れ

否

｡
か
く

て
~
野
IPJ
仕

口
は
あ

っ
て
は
野
.FJ
碓
代
官

よ
り
二
十

I
F
佃

で
弘
前
細
循
人
中
横

死
と
し
て
攻

の
書

状
を
送

っ
て
い
.る
q

今

解
妻

臣

≡
､P
宅

寄
席
朝
鼓
よ

り
御
内
命
着
･r(
｡
暫
蕗
卸
暇
に

て
帰

国
の
上

･
固
詠

一
安
東

L
別
紙

の
直

り
店
斉

笈

へ
申
告
鞄

9



痕
下
表

よ
り
申
来

り
､
頻
々

此
帝

の
寿

は
勿
論

の
車
ヒ

候
同

､

左
裾
御
最
知

可
簸

て席
｡
土
式

布
廉
帰

国

の
蘭

秋

田
泰

衡
滞

陣

の
繍

三
碑

へ
卸
屋
品
卸
商
り
あ
豪

､
此
葡
柄
慮

韓
盤

崩
御
不

都
合
の
孝
嘩
何
と
奉
存
傾
向
下

御
幸
敦

賀
和
寒

よ

り
御
層
鶴

下

寅

､
此
段
御

依
頼
者
得
卿
青

蕉
催

以
上

)

h
′月

二
十

一
日

虜

固
着
甲

FJ
馳
出
張

人
事

助
司
郎

席
I:

環
蔵
ノ

弘
前
初
役
人
中
渡

ハ
別
紙
)

享
醍
京
都
卜よ
り
車

置
三
戸
安
部
帰
国

､
萌
黄
衛
内
命

の
儀
葡

｣′｢
嬢
仁
相
違
宰
相
盤
候
蘭
､
軍
曹
よ
り
も

荊
壇
警
衛
見
合
可

南

下季
語
は
遥

々
可
茨
解
雇
蒋
僑
此
段

不
取
鼓
碍
御
意
置
凍

寒
盛

岡
寮
柿
串
相
席
候

辰
九

月

盛

岡
藩向
井

蔵
人

嶺

山

や
漂

秋

甘
御
着

出

馬
夜

長
中
破

(

｢
野

.E,3
兜
醜

書

記

向

｣

)

こ
rj
書
東

部
生
前
葛
に
斎

さ
れ
石
や
､

着

で
は
淳
ち
に
野
.EJ
把

進
撃
の
下
軸
を
ふ
薄

口
隊
貢
木
村
棄

四
郎

に
布
は
し
た

の
L.･/
お

吉
.

tL/
し

て
打
⊥詑
書

水
は
汁

し

て
は

'
〓
十

三
百
付
を

も

っ
て
弘
前

町

奉

行
埴

ロ
せ

l轟

､
成

田
讃
大

の
名
で
匠
の
適
者
等
迷

っ
て
い
る
｡

｢
(
上
線

)
要

れ
ば
祷
内

命
と
申
席

は
何
等

り
事

に
候
哉

l
圃

･
相
顛

ヽ
康
'
魂

.tJJ兼
F
御

三
脚

｢<f
リ
は
何
等

q
却
差
回
も
舞
,て

席
向

ー
前
書
破
仰
趣

候

得
共
髭
ヒ
草

花
嘱
託

に
は
魚

用
義

､
尚

帝

王一徳

へ
碑
居
品
G
康

は
正
に
賓
東
知
候
此
度
碍
衡
雇

傭
以
上
L

rL
｢
野
遁

世
銭
手
記
帝
｣

)

し
か

る
は
.
野
.F'J
把

乾
季
は

二

十

二
日

の
存

半

か

､り
二
十

三
日

の
お
虎

に
付
け
て
行
u.1
わ
れ
iij
q

で
あ

る
ニ

)弟
は
明
LC,か
i
l盛

固
着

の
軸
罪
障
伏
音
更
簸

し
て
の
.
弘
前
薄

ら
連
蜜

で
あ

っ
1u
と

考

え
ね
は
石
rLr
一妄

い
て
奉

ろ
う
e
そ
れ
て
は
何
奴

に
､
弘
前
着

て

は
野
.FJ
地

へ
軍
を
連

覇
吾
こ
と
に
竜

っ
E

の
て
あ
う
､つ
か

{
そ
れ

は

川

官
軍
の
立
虜

に
立

つ
昼
前
藩

の
景
埠
悪

制
津

軽
と
南

部

の
葎

音

の
怒
鮮
肉
像

と

い
う

2
点

か
着

え
ら

れ
よ
､つ
ゎ

S
に

つ
い
て
で
秀

吉
が

､
,Tfjq前
毒

に
あ

っ
て
d

一
旦
奥

羽
列
藩

同
叩
皿
ヒ

加
超
し
后

か
ら

'
こ
れ
を

舵
DiJ
し
て
官

軍

ヒ
つ
い
た

の
で

あ
っ
た
車

･
こ

の
こ
と

が
愚

弟
的
ヒ
弘
前
藩

の
方
向

竜
泉

制

し

て

い

っ
巨

と
尭
去
ら
れ
5

d

r
rVp
昭
甘
伝
｣
に

｢
簸
竜
磨

き
11
1
庫

勤

王

の
方

何
十孟

F
T
.H
帰
ヒ
坑
す

六
品

崖

に
人
ら
丘
と
す

｡
幸

ヒ
宗
家

近
衛
家

の
義
旨

を
季

じ
帝

て
国
論

を

ナ
軽

し

､
康

奔

西
崖

英

彦
各

班
ヒ
出

し
.
時

は
尊

厳
筈
軸

季

試
る
と
銀
毛

､
臭
席
末

を
若
か
＼b
す

･
歯
頚

読
h
i恵
せ
す

､
地

理
布
告
せ
岩
石
噴
市
有

を
艮
て
､
笥
三
軒
名
著
高
博
マ
石

に
足

-.I- 日:iI---



h

i･u
る
廿

〓
清
孝

て
遠
戚

と
す
ち
帝
石

リ
｣

と
あ
う

切
<
.
弘
空

港
に
あ

っ
て
は
官

軍
側
と
し
て
の
宰
領

造

り
に
懸
命

で
あ

っ
た

Q
r*
､

八
日

五
F

の
羽
叫

宙
副

都
矢
島
頚
善

果
刃

に
於

け
ち
武

田
求

馬

の
厳

死
も
官

軍
側
の
疑

い
膏
蒔

く
た

め

〟(
.
い
わ

ば
勤

王
の
実
包
を

示
し
だ

･Hj
の
と
ぎ
れ
て
い
5
.
従

っ

て

｢岩
手

祭
文
｣

〔

要

ユ
ハ
J
九
十

三
頁

)

で
は

｢
津
牽
舌

が

こ
の

裏

に
至
り
攻
晋

を
加
え
来

っ
た

理
由
は
従

釆
同
唖
を
兼

し
た

と
1は

い
た

'
同
園
華

と

l
喪

も
戦
牙
を

更
え
ず

.
こ
の
ま

ま
*
J,,'薮
を

直

之
す,t7
の
で
あ

れ
ば

･
勤

王

の
葉
書

示
す
機
会
が
古

い
と
し

て
野

付)

相
投
誓

言
思

い
立

っ
iLJ
も
の
と

い
わ
れ

て
い

ち
L
と
い
う

見
昭

軒

示

さ

れ
て

い
ち

｡
弘
前
藩

に
あ

っ
て
は
既
述

の
通

り
-
奥

羽
錦
廟

藷
電

荷
よ
り
し

げ

ノ
＼
盛

岡
藷

征
討

の
駐
兵

宅
者
促
さ
れ

て
お

り

'

マ
秋

EEI
ロ
に
1<i;
て
モ
赦

田
並

僧を
､花
環
す

ち
と

い
･つ
体
制
で
､
蕗

同

案

と
捧
裾

的
竃

正
面
衝
束

が
な

か

っ
た

お
前
着

に
於

て
T
!
'
巧

苑

に
盛

耐
藩

と
の
衝
索

を
回
産

し
て
い
JlJ
空

し
あ

っ
た
か

'
盛

岡
藩

謝
罪
晦
珠

の
情
報
は

l
刻

の
痛

鼻
音

も
与

え

る
も

の
で
il_
な

か

っ

た
｡

従
者
靖

の
意
向

に
そ
､つ
た
吟
に
1t)
･
盛

岡
薯

と

一
戦

し
て
お

く
壁
零

が
あ

っ
た
｡

〒
れ
が
野
山
杷
連

撃

と

い
､つ
行
動
を

と
ら

し

め
た

の
で
あ

り

'
そ

こ
に
は
新
海
宿

の
べ
マ

ヒ
乗

り
お

く
丸
ま

い

と
す
5

V
f,飼
養

の
無

慮

が
あ

っ
た

と

い
4t)る

っ

闇
に

つ
い
て
で
あ

る
が
､
津
車

･
南
#
A
の
電
森
岡
債
は
揮
凝
着

衰

立
の
正
更
寺

で
兼

Jr
ね
は
uf.
,り
古

い
林

､

こ
れ
が
車

葛
に
与
え

L
,穀

響
p
-
多

方

面
ヒ

わ
1iJ
り
.
且
深
刻

で
あ

っ
1LJ
二

)
の
村

立
意

諌
翻.
笈

<
の
事

q
:
を
生

み
出

し
て
い
5

13m
､
野
.Fj
雄
車
重

モ
そ

の

l
っ
て
あ

ハ′
た
と

い
モ

アC.〇
.J

｢
津
監
書
ttFt:
阿
窪
｣

に

｢
南
部

は
吉

宗
正
代

の
認

許

守
り
,
顕

に
眼
の
比

に
出
張
す

る

毛
の
意

気
激
昂
寮

ど
ん

と
威

し

て
賛
す

ち
能
増
す

､
/T
月
よ

り

九
月
に
至
り
砿

日
韓

ス
兵
隊
李

て
無
事

に
害

し
誘
､
辱

々
進
撃

を
練

じ
て
止
lTt
す

L

と
あ

り
.･
心
頭

ロ
に
出

貢
せ

否
兵
士

の
雇
貴

は
寸

こ
ぶ

否
盛

ん
r/

あ

っ
た

b
又
JG

硬
し
た

山

田
零
･く
連

の言葉
に
攻

の

t
有

水
前

石)
(.

｢
明

日
の
戦
は
私
戦

に
非

矛
と
錐
と

モ

t
は
朝
恩

に
葡

い

I

I

は
遠

祖

以
来

の
.疋
萩
を

屠
現
せ
八
時

と
層

へ
は
~
架

に
4
束

縛

虹
た

き
重

職
-Ltt
り
｡
偉

明
日
硬

く
譲
壊

し
南
廃

人

の
止
痛

で
揮

瀬
す
べ
し

｡

L

C
身

軽
着
箆
附
窟
L
J

l
斤

頂
に
あ
';
て
さ

え

､
か
か

る
恵
強

ち
持

っ
て
日
だ

こ
と
が

,つ
か

が
わ
れ
t(b
〝
ヌ

.
Lも

覇

に
非
す
と

は
表

向
き

の
こ
と
で
奉

っ

て

､
ケ
LrT
く
と

も
見
前
葱

で
T:
J
内
架

け

従
軸
南
保
ゆ
え

の
乱
戦

と

い
､つ
意
識
が
支

配
府

下
事

っ
u
)と
思

わ

れ
る

Q
E
か

ら

｢
南

都

･
耳
鼻

の
戦

い
は
公
戦

よ
り
tB
佃
や
ろ
弘
竃

に
流

れ
.

t
庫
魔
人

LJ.J

再

び
碍

け
が

と
き

亨
腎
す
ち

｣

(

一
戸

高
速

舗

｢
転

覆
誌
｣

と
秤

佃
さ
れ

る

の
で
あ

う
-i

丈

､
八
月
十

三
日
希
薄
･B
h
伝
ら

と
正

痔

し
た
時

の
こ
と
で
誘
看

36
.
億
康

車

馬

の
手
記

に
も
興
味
本

吉

一
審

が
誘
る
p

｢
南

部
は
細
泉
繋

世
の
節
田
島

り

､
frT金

言
苑
碓

蹄

に
際

L

I

嶺

同
仁
の
秋

に
当

り

'
宕

し
応
書

l
多
毛
縁

り
共

に
兵
端

言
帝

く
の
不
幸

あ

､り
ば
世

上

の
/A
革

rJ
等
何

とか
盲
は

人

｡

各
所
の

法
条
未
だ
薯

し
き
功
免

の
お

ち
な

し

｡
ぞ

岡
柾
と
革

て
幸

恵

を



褐

一台
と
す

う
毛
或

は

宣
戦

に億
ヒ
し

て
起
句

に
頁

石
弓

の

韓

り

蕃

ス
ヱ
乞
寂

れ
ず

L

(

｢
野

.F,J
地
裁

手

記

簡
L

)

こ

こ
に
ii_
弘
前

藩

の
乗
積

造

り

の
′焦

り
と

､
E

と
之
盛

岡
藩

と
戦

塙
一/rl重
工
,
て
モ

J
壁
画

か
ら
T
!
私
蔵

と
定

積

yU
九
石
O
で
あ
ち

､つ
と

二

.trI.;11蒙
か
-つ
か

が
わ
れ

石
｡
而
し

て
J
津
塵

･
南

部

の
相

汚

い
㌍

I,i:...女
義

正

､
野

.Fj
把

で

の
衝

突

に
鳩

も

.払
教

の
印
き
席

言
与

え
た
｣

F

二
､:/
木
石

が

､
か
か
る

花
心
巌
意

識

は
謹

軽

+
]り
南

部

の
方

に
雅

か

つ
仁
よ
､つ
で
あ
二vT(i
rJ

圃

知

の
連

Lr
南

蔀

l;;
鳥
信

の
確
立

に
よ

っ
て

等
窒

化
l巴
の
･M

転
絶

ち
束

管

J(｣
れ
廿

で

1
号

の
為

南

蔀

側

FS薩

摩

芋

L
.
蕃
す

すへき
｢
南

都
史

雫

｣

に
は

｢
士

韓
･書
出

,
博

文
と
碓

モ

空
転

L,:
仇
敵

祝

し

､
碓
新

の
碑

に
苦
る
ま

で
音

律

LyJ
絶

っ
t(.)
に
雪

trJJj
J

と

緩

さ
･7;
て
い
ろ

確
で
も
t
(

'

:'
:
文

､
諾
東
側

の
南
部

に
,TT
す

t<'L･)空
茶
意

識

は

､
-藩

士

の
間

に
限
定

さ

れ
で,17
モ

の
で

そ

れ

も
士

貫
言
鼓
舞

了

t′O
亡

弟

の
r〃
ロ
ペ
'付

,二
･.)ノし
)竜

､イ三
j
よ
い
で
蘇

ろ

う

'

L

JiIll,
-

二

面
竜

乃
奇

立
意

識

jEr,.
い
か
に
抜

き
麦

L
弓
上
島

モ

CJ
t./

七
八
九

J
そ
れ
亡

け
で
は
武

力
街
蚤

へ
と
乾

季

で
き

ぬ

も
ろ

t
.～/
あ

でCr,
r

-≡

)
に
は
新
政
府

か
ら

(山
南

部

征
討

と

い
､つ
命
令

､
即
ち
政

治
宙

モ
カ

伊
転

け
れ

ば
事
･T77
_
垂

エ
リ
､つ
る

モ

の
.で
は
な

い
の
二
rJ
あ

る
が

.

と
ぎ
れ
撃

列
藩

N
z.動

き
出

し
た

痔

は

い
よ

い
よ
太
秦

榔
謀

っ
て

い

iL
J蒔

t:I,
禿

つ
良

E

三

/､
､
野

･FJ
杷
代
車
)
と
砧

前
者

町
奉

行

と

の
書

架

の
貢
虜

に

つ

‖二
-＼
は

既
述

し
た

が

J
弘
前
藩

兵

に
よ

う
野
.FJ
地

へ
の
直
撃

と

い

･つ
事

態

に
直

面

し

て
､
再
.JC,
攻

の
よ
＼つ
伝

着

果

の
.責
硬
が

秀

吉

〔い

境
蝦
垂
葎

三ノ
ロ
式
葡

萄

親
筆
御
内
市

有

IT.(
'
秋

田
皇

蜜

の
席

婚
嬉

順

に
母

業

元
は

勿
論

の
ヒ弓
及
価
立

直

頒
雀

J
怒

る
席

､
時

日
悪

口
よ
り
飾
磨

軍

に
相
戎

候
得
共

打
書

N

原

毛
肩
章

傾
向

､

此
｣乃
il
て
御
掻

曙

に

煮

ば
ぎ

石
iJi
椙

に
慣
虞

､
野
.FJ
地
代
恵

軒

下
ま

で
㈲
村

人
に
付

止

も
写
碍

手

簡

一
戦

ヒ

釆
び
喉
得
英

此
方

よ
り
仕
度

牽

蚤
干
し
手

順

､
＼て
i1
癌

て
正
確

に
更
.1J,
順
ま

で

'
布

達

軍
御
産

額
或

下
寺

此
段

楕
御
意

候
以

上

九

日

二
十

E
)
冒

盛

岡
薄
野

.FJ
壮
乱

程

か
李

斯
凍
郎

清

里

).
;
･.

蘇
.

牢
耶
勧
善

御
出
張
横

長
中
様

(
｢
野

茸
軍
厳
手
記
固

｣

)

こ

れ
ヒ
軍

し
て
は

.
tTt-3
前
藩

狩

場

米

ロ
昔
藁

の
ノ手
軽

郎
幸

二

中

部

同
席

rh
'
勤
よ

り

二
十

云

日
付

で

J
也
i･旧
総

隊
長

へ
相
違

其
上

零

細
勧

達
者
i_l
牢
聖

二

＼
L

(
｢
野

.FJ
地
裁

孝
記
帝

｣

)
と

の
逸
書

を

連

.っ
て

い
一台
L
盈

同
書

と

し
て
は
謝

罪
韓

ば

の
決
壊

に
よ

り
戦

う

薦

志
な

く

'
弘
打
着

の
野

辺
地
直

撃

に
IV

L

て
モ
止
も

乞
え

す

厄
鼓

し
E
モ

の
で
祈

り
r
盆

膏
梼

内

与

央

ほ
は
敵
対

せ

ぬ
青

が
有

利

と

し

て
虐
卸

し
た

程

で
あ

っ
1LJ
｡

へ
こ
の
こ

と
に

つ

い
て
は
綿

棒
言
フ
否

Q
J

こ
こ

t.,/
.
敢

宮

口
に
於

け
ち
盛

竪

苛
謝

罪
埠

.快

の
顔

ま

に

つ
I,

て
触

れ
iL
)
い
′シ

九

月

二
十

五

p
J
盛

闇
藩

家
老

宇
戸
式

年

は

秋
田

十

二
所

tと

軒

い
て
奥

羽
鱒
廃

絶
奄
有

季
隷

前

山
清

一
部

と
会

犀

､

(-)

謝

罪
唾

状

の
嘆

類
書

を

宥

上

し
て
い
ち

｡

L
か
t･O
i
)
.
女
中

の
京

- J2Ill



茄
よ
り

E
/御
内
命

-
穴
余
興
よ
り

巧
都
内
錦
を
礼
向
き
九

､
五

口

上
ば
か
り

で
は
声
効
古

き
蔽

､
何
か
証
哩
と

し
て
差
出
す

べ
き
と

-
て

一
応
嘆
感
奮

は
甜
下
さ
れ
た

の
で
あ

っ
た

三
で
三

上

二
日
.iT･(

-.rL?ii.!
同
日

､
再
び
嘩
顧

L
J
十

月
三
日
llIb
で
に
襲

知
で
⊥J一て
る

こ
(二
ヽ

しナ
と
し
､
そ

れ
ま
で
進
軍

を
更
合

わ
ゼ
石
よ
､つ
雫
境

し
て

い
る

rJ

官
軍

言
立
て
る
と
_ま
即
ち

J
梅

山
佐
寮

の
男

柄
を
差

し
出
す

二
と

,

華

三
甲

り
経
層
府

に
出
頭

し
て
謝

罪
降

伏
す

至

こ
J
に
あ

っ
た

b

而
し
て
､
十
月

三
日
に
棄

却
言
上∠
て
る
に
至

り
､
漸
く
嘆

願
書

軒

等
理

さ
れ
た

の
で
あ

っ
た
Q

⊥
′
〓
二
つ
で
､
払
前
山苛

に
解

い
て
盛

岡
藩

へ
の
蓬

撃
中

止

の
今
産

iT書

け
E

の
は
九
月

二
十
五

里

e
I
経
電
荷
参

謀
会
浅

所
よ
り

の

毒
し
は
左

の
慮

り
で
秀

吉
｡

今
般
両

軸
陣
媒
謝

罪

の
色
相
換
れ

･
諸

口
出
.早
産

､り
す

萄
J](

蚤
寸

べ
き
虜

に
席
季

此
方

寄

手

口
々

の
儀

一
尭

進
撃
毒
超

え

秀
tO
へ
く
候

白
薬
餌
兵

致
き
ざ

吉
伺

モ
候
T!
甘

,
異

ロ
V
よ

り
串

軍
籍
向

す
看
-て
僻

i
上

(
｢
野
辺
地
畢
書
誌
南

｣

)

こ
う
し
た
に
戟

田
口
に
於
け

ち
謝

罪
碍
状

の
享
液
中

に
､
野
_PJ
他

堅

守
が
発
生

し

(
二
十

二
日
)

'
ヌ
雫
石

ロ
に
B
J
い
て
亡
妻
戦
車

西
林
あ
.り

(
二
+

八
日
)
.
後

日
詰
何
せ
,わ
れ
†CO
こ
と

にLTl
つ
た

｡

話

川
tH4
増

額
盲
奉
確
額

催

尊
者

会
津
藩

保
碕

拒
封

､N
布
二

窄

正
枝
士
軍
産

に
出
兵
順
碍
葬

､
固
着

謝

軍

く
虜

仙
謙

季

藩
よ

り
蘭
最

に
村
岡
翌
仕
掘

､
実

績
秋

田
よ

り
ヌ
虐
雪
膜
虎

官

盟

諸
藩

蓮
華

の
上

､
卑
藩

へ
毛
唐
言

催

硬

や

｡
れ
候
に
付

､
壷

に
連
等
衷
し
嘱
席

'
今
範

三
戸
或

肇
京
都

に
IJbLJ
て
卸
内
旨
を

蒙

り

､
且

ス
銭

巌

よ
り
毛

､
御
諭
看

､て
帰
国
仕
肩

に
付
､
亨

巨
鯨
筈
､て
顧
慮

言
も

碑
窺

ひ
奉
感

僻
席

､
朝
廷
FS庖

趣
意

柄

に
梓
京

備
儀
と
今

更
億

堰
爪心
値

の
写
り
に
寧

(
す
候

-
全

く

常
在

の
園
的
当
季
､†＼
偉
琴

担
練
仕
ら
す

J

一
時
斉
何
首
譲

り

章
蓉

奉
記

入
保

へ
焦

一′匂
虞
此
芹

御
内

ピ声
調
奉
り
転
借

毛

一
軽

便
頂

上
は
t
奉

仰
顛
豪

備
纏
李
無
主
謀

ノ1
薄
情
罷
摩

候

､
亨

不
声

と
錐

､
勤

王
,N
素
志

き
頁
九
条
願
常
藷
徹
希
陣
中
泰
阜

書

信
盾

､
天
概
ヒ
誓

ひ

二
念
無
価
厚
恨
両
前
緩
衝
傭
零
頼
義

下
着

生
寄
境

L
J
至
保
線

ー
腐

t1
奉

嘆
虜
候
嶺
怒
械
檀
達
吉

(
｢
野
山
碓
軒
争
詑
画
し

)

瑚
子
亀

奉
壕

額
候

､
先

刻
零
細
申
上

博
通
寒
月

三
百
ま

で
iJ

鴎

楳
謝
罪

の
旨
相
立

て

･
宙

貫
も
席

比
碑

仁
罷

出
候

に

付
,

夫
丘

何
分
繍
連
写
飾
磨

置
額
南

下
喪

､
奉
膚

居
候

以
上

九
月
廿

五
h
]

ニ一戸
式

部

(

｢
琴

丘
他
紫
筆

記
旬
L

V

佃

野
逆
把
封
李

は
九
月

=
十

二
日
弘
雷

集

の
荷
聾

に
ょ

っ
て
鴇

ま

り

､
明
け
烏

に
至

っ
て
封
南
意

S
敗
比
と
な

り
婚

場
末

へ
の
退

却

を

も

っ
て
条
石
二
こ

と
に

LrM
台
｡
寮
内

は
主

に
野
IFJ
碓
川
に
か
か

ち
大
橋
付
近

で
摩
博
さ
れ
E

が
､
宕

居
,u,774前
審

兵

は
野
,F
]
価
町
に

は
藤

久
で
き
ず

'
享

け
た

項
塙

は
盛

岡
巷

の
そ
れ
に
睦

べ
て
車
夫



で
あ

っ
伝
C
そ
れ

で
は
野
.FJ
碓
軒
亨

の
経

過
に
つ
い
て
違

'(
て
孫

た

い
Q
野
,PJ
価
に
出
果
せ
孟

田
蕃
兵

は
お
よ

そ

五
百
人
に
近

い

し
〟思
わ
れ
石
打
､
襲
儀
il参

加
し
た

の
は

二
百
人
産

と
い
わ
れ

る
ウ

｢

肇

Ej
碓
戦
争
妃
固
｣
よ
り
そ

の
主
覆
る
春

吉
利
記
す

否
と
攻

の

モ
t:.,/誘
う

q

軍
事
範
電

･.:･..I.三
t!Jfi
長

地
蔵
藩
長

爪
零
落
貢

･･t
Jif..I.
早

琴
.
忙
;.r･btl

垂
馨
隊
長

i_I...首
堅
t.辛

豪
産
蔵

と

戸
商
付

新

音
頭

浦
舘
由
や

屠
日
付
東

光
寺
役
野
,FJ
叱
甥
寿

命
甘
付
兼

目
付
花
泉

江
戸
宙
守
屋
兼

八
･戸
野
付

節
奉
行
東

大

日
付
授

栃
内
与
兵

柁

尊
宅

正
路

中
野

壬

馬

上
山

寺

青

野
E
i碓
葎

甘

工
藤

繁

託

l
it]氷
概

ヌ
皐

花
Ee
i:

新
津
､P

信

こ
れ
.L
丹

し

て
直
撃

せ
る
Whh
軒
藩

兵

は
召

八
十
人
で
そ

の
主
を

ィ,八三
望
唐
攻

の
如

き

で
あ

る

C

軍
書
息
符
層
参
謀

鏡

後
々
長
考
軍

鍵
様
々
毒

一同同｣司同軍
鞍
虎

隊

長

+
･,:,ttj
T･L.亭

本
分
嘗

四
郎

須
藤
腐

五
坪

か
亀

吉

直

石
部
囲
東
､て
肋

原

子

助
善

幸

滞
,

郡

王

者

棒
大
耶

周
東
東
天
部

･牛
尊

王
赤

以
上
庇
鮭

ユハ
疲
兵
声

百

八
十

人

寵
隊

t
隊
と
本
項

一
啄

九
月

二
十

t
日
､
木

村
隊

長
T
._
弘
前
者

か
ら
連
警
す

べ
き
の
命

を

享
け
一､
意

聖

代
襲
を
敢

行
す
る
こ
と

に
壊
し
兵
を

三
陸

_二
令
け

た

｡

即
ち

J
小
島
も

直
,
菅
権
大

部
の

二
･小
夜

及
び
ノ妄

畢
詠
の

虎
肢

im_
助
白
井
言
建
て
固
着

よ
り
野

辺
地

の
背
横
言
街
か
人
と

し
.

文
.
石
卸

同
席

-て
助

,
原

子
勘
書

の
こ
小
夜

及
Lvj虜

頻
繁
k
,
蕗

の

流
感

は
木
村
暖
等

の
指

揮

で
李
藩

よ
り
連

車

馬
日
東
か
ら
大
原

を
越
え

て
野
･F=J
地

へ
の
正
面
攻

撃
宮
家

し
'
ヌ

.
別
に
手

塚
邦
亨

の

一
小
珠
玉
道
草
と
し
て
適
宜
両
院

の
花

環
に
偉

え
否
も
の
と
し

た

O
弘
前
着

の
李
連

よ
り
遭

ん
i
tj主
力

は

､
胃
巾
村

に
直

し
者

軒

に
童

琴
を
加
え
､
且
各
所

に
火
を
蘇

C
E

｡
こ
の
着

火
は
敵

兵
の

民
会

に
磨

採
寸

石
を
膚

一台
ヒ
よ

っ
た

毛

の
と
さ
れ
石
が
､
こ
れ
か

弘
前
藩

の
行
動

言
泉
簿
す

る
藤
原
と
ち
り

､
敗
北

へ
の

-
国

と
な

っ
た

の
で
あ

否
｡
こ
の
京

火
は
今

ま

で
進
軍
を
押
え
,り
れ

て
き
た

意

具
わ
の
焦

り
を
胡
葉

に
物
語

る

も
の
で

J
木
村

暖
長

の
命

に
L
d

る
毛

の
で
は
-P
か

っ
と

っ
そ
れ
は
未
村
隊
長
35
戦
由

の
額
硬

膏
弘

前

に
尭

害

し
た

文
面

に
､つ
か
が
わ
れ
石

｡

即
ち

･

｢
烏
口
南

門
碇

撃

の
敗
■
臭
暖
中
衆
景
甚

し
く
早
や
既
に
同
封
蛍
火
敢

候
し

(
｢

野
);J
雌
戟
孝
記
喝
｣

)

と
こ
う
ti,
､
貫

円
着

の
警

備

1n_
と

い
､つ

と

､
三

)は

七
戸
隊
｣ハ
十

人
濯
げ
警
戒

し
て
い
た

の
ぐ
あ
る
が
J

封
希
薄

の
直

菅

に
村

L
一
戦

も
安
宅
す
退
部
し
て

い
る

〇
二
九

は

栃

内
藤
葛

の
命
q
y
i.1
JIf
ち
も

の
と
貯
わ
れ
雪
が

.
そ

れ
T
bq
も
と
毛

と
崩
内
藤
層

は
和
平
論
者

で
市
り
･.
V

r
蕗

同
着

か
謝
罪

降
煤
の
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章
一亭
中
で
あ
5
こ
と
を
印
へ.て
い
伝
時
点

に
前

い
て
は
､
弘
前
薯

に
た
と
え

挑
発
さ
れ
て
モ
聴
力
戦

い
を

回
直
せ
碑
ぼ
な
ら
ち

t
,
っ

ヒ
三

と
と
よ
5
｡

,iu
か
ら
.
最
前
鞍
で
奉

る
烏
口
封
を
警
備

し
た

宇
戸
薩
に
は
'
弘
前
藷

&
逓
肇
に
あ

へノ
て
も
敵
片
せ
す
･

一
定

の

場
所
ま

で
,qiJ
却

し
て
命
ち
待

っ
よ
う
に
と
塵

示
し
て
奉

っ
た

｡
碇

rj
L,
'
弘
前
青
の
潅
雪
盲
百
の
前

に
L
LH,
林
,ir崖
か
に
置
却
L
E

TS･t.I/素
>l
石

｡

さ
て
'
蛍
火
に
よ
る
馬
口
母

の
席
集
家
屋
は
ユハ
+
四
LR
と

l
ケ

寺
と
い
わ
れ
石
が
t
十
一
れ
軒
弘
前
着

の
直
零

ヒ
盲
犬
七
支

唾
吉
堀

に
く
こ
と
に
古

｢
亘
り
｡
即
ち

､
来
賓
蒔
く
基

を
遮

っ
た
為
直

撃
に

･

手
間
虫
=
:

つ
い
に
は
向
直
等
虐
軍
し
て
い
た

t
積
と
の
共
同
作

塗
に
還
ナl
t
ヌ
J

｢
馬
m
村
捷
出
席
屯
よ
り
軟
柁

/
五
黄
持
運
ひ

派
毒
毎
相
成
L

(

｢
家
内
年
表

L
九
月
七

二
日
京

)
と
､
滞
京

の

斬
達

に
も
車
厚
を
き
た
寸

に
至
っ
た

の
で
奉

る
｡
そ
の
為

､

一
旦

馬
円
材
に
得
へ
し
た
弘
前
蕃
兵
は
産
ナfj遍
岸
逼
り
L
Jと

っ
た
り

秀
吉

=)は
rS
丘
山
道

言
迂
回
せ
ね
は
烏

ち
ら
叶

っ
た
の
七

布
石

O

斬
く
野
-E｡j
地
1I1
岸
に
書

し
た
時
1日
RbJ鉢
明
け
丘
と
し
て
い
た
が

､

南
軍
は
大
鳥
を
栗
丘
で
花
火
w
J支
え
る
こ
と
に
な

否
｡
こ
の
向

､

.先
帝
藩

の
斥
候
山
田
牽
､hr遣
水

橋
上
ヒ
野
-FJ
塊
武
宮
肝
の
南
緯
人

上
野
+
廊
右
往
円
を
京
表

し
た
こ
と
か
,D
類

い
イ
い
た
弘
村
落
兵

は

l
者

に
i<
席
を
滴

り
鼻
菅
の
体
和

に
入
っ

た
の
･で
あ
る

C
こ
れ

去
担
え
討

C
E
盛

岡
海

兵
も

･
こ
の
頃
に
は
死
に
花
鹿

の
草
庵

を

整
え
､
主
力
txJ大
橋
｣勺
面
に
集
苦
さ

t
)石
と
共
i
lこ
､
弘
前
車

の
直

結

を
酢

っ
.･(
く
t
L
か
モ
こ
の
雪
面
よ
り
6
准
′穴
を
予
偲

し
て
一

瞳
を
解
毒
林

へ
向
i
,
わ
せ
て
い
た
.
弘
前
者
兵
は
土
鳩
字
幕

り
直

撃
を
し
た

の
で
あ

っ
た

輔
､
甲

FJ
碓
町
か
ら
天
徳
に
重
石
地
形
VI

ゆ
る

や
か
右
傾
封
を
な

し
て
お
り
､
盛

岡
青
臭
は
高
唱
よ
り
t
】机

を
ね
ら
い
撃
ち
ヒ

L
L,
q
そ
の
為

､
弘
前
藩
兵
d
町
畔
に
鼻
音
伏

す

の
み
に
し
連
警

で
き
ず

･
文
兵
家
に
解

い
て
モ
斉
竜

t.'J
あ

り
.

し
甘
い
に
着

席
に
帽
っ
Jij
の
L.Jj
お
吉
三
て
こ
へ
､
大
帝
付
置
の
海

岸
追
い
に
看
痩
し
て
い
た

八
戸
暖
が
'
弘
南
軍
の
側
面

へ
汝
誓
言

か
け
た
こ
と
が
..
弘
前

等

の
絶
世
知
音
凍
表
せ
し
め
た
の
で
･奉

り

仁

'･
八
戸
電
彊
商
連

の
如

く
'
梅
内
誰
菅
の
専
務
に
よ
っ
て
野
辺

牝

へ
53
奏
し
た

い
モ
も
の
で
あ
る
｡
･苫
水
班
又
兵
征
に
季

い
ら
れ

た

八
､£
清
兵
il_
､
大
橋
を
渡

っ
て
運
撃
す
る
お
前
軍
を

t
旦
k
,り

す

ご
し
て
お

い
て
か
ら
側
面
碑
晋
を
か
け
た
も
の
で
､
弘
綿
軍
に

と

っ
て
は
挟
撃
ど
れ
石
形
と
な
り
.

退
却
を
余
虜
な
く
さ
れ
た
S

で
あ
る
C
音
米
経
文
東
征
よ
り
の
戟
功
報
篭
を
竺
1
モ
チ
の
清
曙

(ヽ
こ

の
屠
蘇
わ
か
る
と
い
え
る

｡
き
て
'
向
直
を
直
撃
せ
る
trLt,]南
軍
の

放
兼
は
ど
う

で
あ

っ
た

う
､つ
か
｡
小
島
左
並

の
指
揮
す
る
こ
の
一

路
LLj
山
野
を
楕
嬉
し
.
大
成
の
ぜ
碓
ヒ
舞
妓
し
て
い
iLJ
の
で
布
石

俳
L
恵
,円
の
兵
火
を
宥
石
に
及
人
で

沸

く
直
格
を
定
め

､
隊
伍
ち

整
定
て
観
音
獄
か
ら
野
.Flj
碓
代
官
所
雪
冒
が
け
て
直
菅
す
石
こ
と

に
な
る
.

O
弘
前
軍
特
牛
斉

木
庇
像
を
正
面
に
､
小
阜
左
道

J
ぜ
権

大
部

の
競
落
が
そ
の
左
右
に
確
を
と
り
､
成
誓
言
麻
姑
L
u
J
の
で

あ

否
｡
し
か
し
二

】
の
斉
旬
に
k
J
け
ち
盛
岡
撃

の
守
備
は
l堅
固
で
'

弘
南
軍
の
形
賓
は
周
る
不
利

で
あ
っ

た
｡
そ
H

へ
モ

っ
て
き
て
､

こ
の
方
面

へ
の
底
攻
を
予
帝
察
知
し
て
い
た
盛

岡
藩

で
は
､
蒐
き
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に
長
蛇
隊
を
碗
青
息
に
向
か
わ
せ
て

い
た

挑､
､
〓
巧

l
嶺

が
鮎
前

号
｢,皆
綾
よ
り
環
零

し
た
た
め
､
弘
粛
軍
惇
全
く
の
窮
糎
に
遭
い

r･JJ_妄
J
れ
石
に
至

っ
た

の
で

石
弓
Q
t灯
し
て
t
弘
前
軍
は
野
PJ
地
代

写

所

(
招
偉

人
を
締

約
虐
即
ち
す

否
の
で
寅
吉
が
J
官
闇

の
盛

岡

軍
と

内
養
席
戦
と
竜

つ
､
小
島
妄
丘

ナyJ塩

析
弘
前
軍
の
死
揚
老

t
P

蔓

草
葺
く
lJJ
教
え

て
い
ち
t,
./E7不ノt
,

つ
じ
て

二
円
を
撃
破

し
-Lに
弘
前

蚕
は
旦
却
し
っ
つ
あ

っ
iL)車
道

や
王
力
翠
と
合
流

し
､
と
も
と
モ

浮
環
天
へ
廠
具
す

否
こ
と
に
な

り
､
野
Fj

山
地
戦
争
12
こ
こ
に

〓
叱

ノ

′群
箆
を
疎
石

二
と
と
ち

っ
た

｡
ヌ
.
手

塚
軍
兵

生
半
い
ち
蓮
華

千
等
竜
何
ら
有
す

二
と
旨
く
､
所
期

6;
佳
肴
言

直
行
す
ち
1l
至

っ

LL../
U
青
い
D

と
こ
ろ
で
-
退
却
す
石

Vl前
官
.に
対

し
て
盛

同
軍
は

走

葦
毛
し
竃
か
つ
k

c
八
戸
隊
臭
が
直
撃

L
よ
う
と
し
た
時
､
菖

下
校
,F,<iJ.吉
は

｢
賓
等

の
庄
毒
tl_
敵
′包
括

く
に
在
=
′て
層
す

轍
T/rJ
を

〓
忘
｢
惇
矩
す

｣

(L
｢
毒
薬
轟
更
磨
五
｣
)
と
し
て
押
主
た
と

い

.′U

こ
れ
i
GL塙
内
節
電
の
敵
対

し
古

い
と
/.J
･プ
方
針

に
･Lj
っ
亡

も

･:i.l
･U
田
tじ
れ
れ
サrdか

･
栃
内
詫
肇
白
寿

､
弘
前
夢
度
孝
に
曙
し
て
は

貢
壱
ス
保

へ
引

き
碍
什J
た
雇
で
あ

っ
た
c
I
)
の
行
為

世
塵

雪
曙
諌

言
生
む
こ
と
に
色

石
か

,
所
詮
は
謝

罪
晦

状
の
支
夢
中
ヒ

い
う
晴

上三

､
番

｢
i
L)と
は
い
え
'
目

の
前

に
原
野
L
き
た
ス
b
弘
前

軍
に
は

平
乾
し
石
け
れ
ば
な
ら
古

い
と

U
Jつ
.,.,1
レ
ン
マ
t
字
＼
二
へ
守
宅

正

準
り

嶺
確
論
暮

雲

口
頭
iJ
よ

る
軍
事
鳥
の
P
,部
香
華
､
か
く
し
て

惰
同
軍
膏

と
し
て
耳

一
時
男
を
眉

リ
ti-1J
か
ざ
る
言
え
右
か

っ
ii,

(ノ呈
J
は
あ

る
ま

い
か
｡

モ
お

.
小
栗
権
ホ

ニ
長
谷
川
文
吉
符
n

I

橿
再
時
人
も
楯
閤
糸
屑
と
行
動
を
共
に
し

て
い

吉
｡

こ
う

し
て
野
F=J
雄
に
わ

け
至
向
蒲

の
巌
臭
は
､
V
l
前
頚

の
好
戦

と

い
Jつ
二
と
すぐ
竿
リ
を
苦

杯
た
が
'
弘
前
巷

の
敗
北
の
主
因
は
､

ど
,o
L
て
モ
一
軒
を
安
立
わ
は
石
ら
巧

い
と
い
､つ
弘
前
竜

⑦
棄
り
.

に
あ

っ
仁
と
考
克
て
よ

い
ィ.JJ
あ
ろ
う
｡
E
か
,り
､
藩
命
を
葺
け
一る

Tyj
､
岩
頭
夜
襲
茎
敢
行
-
仁
功
で
秀
吉
か
､
二.＼
巧
義

ー
籍
肢

の
塵

晋
も
範

債

の
偵

鷲

モ
甚
巨

不
充
合

で
事

,Jl
lに
rJ

即
ち
J
三
各

に
分

け
て
塵
撃
は
し
た
モ
F:,ふ
て

相
互

F=
凄
藷
が
古

か

｢/
仁
恵

､
そ
れ

守

れ
凱
立
毎

竜
行
動
を

と
っ
て
い
ろ
三
こ
し
.
ry
山
道

の

一
壕
は
虐

籍

に
選

二

J
_/.
雷
と
い
う
鳥

類
指
摘
さ
れ
る
｡
こ
れ
に
加
､て
て
前

.+i･l
･.
抑二
｡
軍
.r:
l=.Tr.
-
∴

･
r
∴
･･･V
:APT･

t;二
･･_
I
.
積
雪
軍

(･下
げ

ら
れ
軍

司
､

盟
甲
藩

の
賢
,T;Tl地

口
防
備
は
万
全
へ〃
賃
が
と

ら
れ

て
い
LL;L
､
肇
に
九
月

二

,
F
の
障
巷
丸
よ
り

の
野
FPj
稚
虎
撃
は
､

一
層
馨
戒
三
乗
書
1tj
/.rJt
L
の
て
L
E
′″

h
I..I-L,
,i:'
二
三/
..
軍
事
胃

の

内
部
台
梨
が
あ

っ
iiJと
点

い
た

.
弘
荊
軍

の
春
賀

に
方
｢

て
モ
応

戦

巧
体
制
召
す
ぼ
や
く
と
雲
こ
と
Jf
Tで
き
た

の
で
秀
TTd
o

チ
エ
/
'
男
IFJ
地
裁
寺

に
よ
ち
両
滝

の
死
席
葛
け
ど
､フ
ナ3J
薪

〕
u
J

か
と

い
＼つ
に
'
｢
野

FJ
碓
軽
季
jWl闇
｣
に

よ
る
と
､
密

闇
意

の
戦

死
菟
び
頁
債
巷

F=?
淋
泥
は

'
戦
死
者
_ll.上
野
十
申
右
往
E
二

名

､

重
傷
綬
死
｣｣
L
u
i恵
は
養

田
幸
吉
､
中
村
誰
石
持
E
J
､
白
浜
曽
書
､

何
tEf
乍
買
取

･
与
兵
任

空
き
缶
･
青
侍
竜
は
小
席
末
連

尺
下
と
名

と
竜

1
て
い
否
o
二
七
.
.TX,]前
者

倒
6,,方
は
･
託
辞
が
ま
ち
ま
ち

tJJJ
あ
一
旦

か

J
津
恵

軍
戦
死
妾

の
墳
塞

.
;出
前
謹
話
韓
緩
怠

(
｢
青

森
県
東
薦

tニ
｣
)
､
雷

門
戟
観
音

'
キ

転
宅
請

へ
い
す
れ
モ

｢
寿

蘇
原
更
巻

五
｣
∵
う
ど
よ

り
(tt比
韓
褐
討

に
よ

二

＼
ー
転

電
着

は
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=
十

仁
昌

ー
重

傷
徐

死
七

し
モ
者

は

唱
名

､
負
傷
毛

は
十

九
名

に

の
ぼ
ち
と
考
え

否
｡

帥
4iL･,
､
戦

死
者

は

山

内
直

吉

､
心
象

左

丘

､

谷

口
永
吉

･

竹
村
長

t人
種

､
七

州
元
大
部

､
森

山
廟

一二
部

､
ス
水

田
己

八

､
羽
軍

草

書

J
僅

野
五
言

＼
今

銀

作

･
工
藤

善
吉

･
轟

田

清

東
部

､
大
山
重

吉
軒

､
井

南

岸

八

､
位

tJ
水
的
複
軸

I
は

Ly
表

層
/作

､
土
岐
貫

＼
山
中
童
次

郎

＼
高

木
確
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潔

前
田

の
舞
､代
り
と

し

て
出
頭
す

石
と

い
･つ
む
と

〓
ヨ
モ
あ

っ
た

か
'
某
局

､
同
胃

一
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十
人'm

盛

岡

に
進
b
l
L
E

田
村
よ
り
新
湊

戸

に
乃

し

｢
僻

内

与
兵

行
事
七
着
巌
潅
屑
の
事

に
仰
せ
付
け
ら
れ

､
其

の
上
は
穿
庚

の
循

蜜
柑
撃
り
候
横

に
取
計
廿

申
帰
｣
と
口
達

有
り

･
首
硬
善

し
出

し

f:-i仔
は

L
柾

の
菜
看

官
み
ち

に
至

っ
て
い

ち
｡

.
･T,<
に
野
,t,J
把
ロ
の
編
集

の
何
tJJ
あ
召
6
'

八
戸
藩

兵
ば
れ
月

二

十

七

日
に
達

早

く
引
掲
f
=ノち
行

っ
て
お

り
.
亮

n

t
十

月

三
'
四

日
空

士
に
托

ii
諾
引
橘

f
=竜

崇

了
し
て

い
E
o

こ
れ

に
事

し

て
弘

弔
電
で
TfJr
九
日

二
十

五
匂
付
線
膏
府
今
津
省
議

祈
よ
り
の
q
/産

に

ょ

=
･
十

月

l
日
に
野
!=J
班
に
於
け
ち
鍔
臭

の
様

子
を
胃
分
Th
5

ヒ
三
号
tlL克

て
い

ち
Q
印
ち

､
年
前
藷

の
山
積
口
出
束
香
草

頒
膚

席

で⊥

苗
母
野
JFil碓
代
官

へ
在

の
書
水
巻
送

っ
て
い
う

=

｢
今
破

三
IP
I京
都

埠

え
保

田
草

薙
軍

喝

へ
被
布
上宝

＼簡

モ
竜
､つ＼

軽

二
d
遷
宮

香
港
候
様
秋
野
十

二
所
･
,号
東
急
よ
り
苧
圧
巻
畠

〓

付
.JG
掬
尊

卑
鼻
木
琴
句
も
屑
士
席

八
../
出
走
ロ
マ
よ
り
･止-三
重
語

同
封
候
様
共
府
直
席
窟
市
野
控
壁
表
徴
革
具
､て
形
卓
盲
よ
り
晃

易
士
彼
向
量
産

冒
車
順

二
付
細
葉

甲

7＼
仁
和
5;j
L
可
額
歳

噸
柾
｣

(
｢夏
耳
鼻
密
史
孝

三
L
i

/r=二
く
て
.
五
日
野

皿
地
LJ
於
什
毒

草

弟
の
粟
謀
を
籍
分
す
りつ
た

担
.
肥
′前
藩

天

田
舞
4
J
働
5
'
下
六

人

'
弘
前
蓮

田
中

小
原
大

月

T

Jへ
･(
加
旅
産
さ
れ
て
い
る
｡
Lk
お
更
.
t
～
の
日
小
湊
布
陣

の
官

軍

f
l野

FJ
鯉

口
よ

り
盛

筒

へ
置

発
す
否
長

め

･
新
璃

戸

信
ら

L
l兵
糧

等
ri
孝
-院
宣
依
頼

し
て
い
る
｡
二
九
に
,lT
L
L,
.
新
湊
中

信

-
上

山
守
古

の
連
名

で
百
月
七

日

｢
凍

る
十

日
節
度
軍
右
を

慣
♯

卿
麦

｣写
不
車
婿
此
笛
価
等

申

上
席

し

(

｢
野
正
使
l#
手
短
嘩

｣
)
と

い

う
請
書
を
若

し
出
し
て

い
ち
0
而
し
て
'
十
日
柁
前
者

兵
六

十
二

′

人

､
鬼
面
竜

は
木
村
常

田
.部

に
辛

い
＼f
･
れ
た

,1/1
小
濠

が
野

_Ei
地

に

入

C
て
い

否
ク
と
こ
ろ
.ぴ

'
弘
前
藩

に
,TT
し
て
は
ー
乾
に
盛

岡
に

入

っ
妄

締
膏
牙
参
謀

局
よ

り
畠

詞

覇
地

FS
l患
薦

rf7着

′化
を､

の
で
､

野
.Eu
増
出
兵

の
む
前
索
兵

は
小
寒

(
引
簿
け

ち
よ
う
と
刀
命
や
.+
..

あ

っ
た
.
な
お
併
せ
て
J
毛

馬

内
に
出
兵

の
弘
前
著

央

十千
乗

十
滴

へ
引
靖

け

ち
よ
う
と

の
度

し
で
不

っ
lii｢ノ

弘
前

蔦

.(山
盛

蘭

(
♂
置

撃

に
つ

い
て
は
､
卑

詞
鎮

革

帯
膏
薗
竺

和
書

の
闇
寮

の
準

準
牢
各

を
考
慮

し

て
､
万

一
の
哀
･刺

の
事
態
･ち
国
運
寺
去
1i!
･ilb.
に
二

.S,朝

憲

に
退
樺
蔓
命
じ
仁
と

い
う

の
軒
宴
席
で
禾
う
､つ
｡

更
に
同
十
五

ロ
ー
奥

羽
鐘
廉
廉
専
有

は
お
前
藷

に
オ
し
て
'
藷
軍
嘩
具

し
直
ち

に
国
元

へ
凱
環

す
べ
き
旨
盲
(,tv直

し
て
い
ち
C

こ
の
′頃
巨
は
､
野

IE
l地
に
入
っ
た
木
村
雷

E]
.詐
辛

い
石
鎚
新
芽
兵

は
小
賃

.l1
倍
て降
し

て

い
た

､林
J

包
帯
両
知
事
清

水
谷
JTム
寿

よ

り
敦

項

の
､仔
額

か
東

リ

同
司
十

八
日
木
村
零

E
l
軒

T1
四
止

桜
を
艮
て
青

森
よ
-
軒
鯨

.
td

館
乾
季
に
従
軍
寸
ノ
吉
こ
と

と
雪

雲

D

な
お
､
野
_FJ
地

口
よ

り
直

撃

し
モ
田
封
乾
式
左
往
口
ら

の
東

国
到
着

は
同
月
十
六
日
[･,
禿

っ
iLl〔■

文

'
同
月
三
十

日
に
は

奥

羽
領
療
発
雷
帝

よ
り
弘
前
藩

に
対

し

て
､
盛

岡
藩

主
を
素
盲

へ
謀
連

の
為
老
兵

=
石
昌
を
派
兵
す

.I(
き

ち
命

じ
て
い

吉
O
即
ち

､

｢
南
野
黄
凄

父
ワh
東
京

へ
御
用
召
候
固
着
兵

二
石
･<
早
々
南
部

へ
麦
塞
護
送

可
敦
情
事

｣

(
｢
青
森
県
卑
孝

三
L
J

こ
れ
に
対
し
て

.
記
申
滝

で
は
十

一
甲
七
日
書
寵
骨
頭
山
田
十

鹿

央

従
を
啄
長
と
す
吉
家
蔭

を
承
豊
し
て
い
ち
-
二
の
襟
､
等
量

rGJ｢



亘

(
,∽
訓
諭
の
再

に
も
､
旧
来
のノ
私
語
を
按
書
な

い
ii
Jつ
着

し
ノ＼

達
意
を
与
え

て
い
る
が

､
当
家
と
い
え

よ
う
｡
と
三
つ
が

､
晶
籍

の
事
悲
鮮
切
直

し
て
き
仁
と
こ
ろ

か

ら

､
伺
月
十
El
F
]1V,前
者

で

は
諾
崖

の
出
丘
ハ
写
尼
せ
ら
れ

る
iT
,つ
熱

い
出
石
に
亨

C
て
い
ち

｡

即

ち

･
停
車
武
慣
ら
旧
幕

貯
軍
が
五
黍
葬
を
品
種
し

･
つ
い
で
同

日
i
l
日
東

府
軍
姫
回
天

-
嬉
号
外

-
真

珠
高

森
薦
担
至

才
蔵
直
続

す
る
な
ど
風
雪
肴
を
雲

t
,
･

砧前
審

と
し
て
甘
兵

S
増

環
を
雌
要

と
す
否

牒
充

下
に
あ
C
l
た

っ
而
し
て
ー
同
月
二
十

t
日

に
謹
居

の

碑
は
乗
せ
ら
れ
至

-と
に
な

る
の
で
布

石
か

､
弘
荊
轟

で
は

能
登

帯
の
声
居
宅
待
任
す

､
百
月
+

1
日
死

に
領
.IiKJ
暮

雪
し
て
青
森
老

誓
席

の
仕
に
あ
た
､り
ば
て
い
た

C
こ
の
よ
う
に
し
て

､
弘
前
蕃

皆

野
止
町
覇
予
後

と
い
之
と
も
､
体
も
蹄
も

く
由
津
軽
亨
の
渦
中
に

稲

ひ
込
六

で
い
か
ぬ
､ー官
有
､り
杏

か
つ
J11
の
で
あ

石
e

lて
わ
で
は
島

田
青
畳
'L,亡
八
戸
着

S
町
野

に
C
い
て
の
族
呼
を

ま
と
め
て
お
き
た
い
｡
充

に
盛
岡
藩

の
謝
罪
宿
便
の
凄
帝
を
葺

理

L
iL)卑
粛
賓
簾
兼
電
荷
は
そ
の
措
置
ヒ

つ
い
て
軍
拡
l藤
川
耗
菅
を

有
責

の
東

征
方
節
背
府

に
殊
直

し
撃

訳
を
あ
お

い
iu
c
そ
の
盆

景
~

南
部
利
剖

軍
び
痛
言
琴
大
坪

の
文
子
ー
壷

び
il盲
啓

の
重

臣
と

し

て
儲

山

華
濡
-
江
博

五
郎

J
佑

々
本
直
作

の
三
人
が
東
布
津
畠

と

妄

り
､
十

l
月
十

三
日
盛

岡
を

出
発

し
て
い
る

｡
そ
し
て
十

:
局

と

bj
に
掌
り
･
行
政
官

か
､り
S
f野
田
肇
表

が
あ

り
二
て
れ
せ

.
刺

別
は
薩
屠
藩
憎

-
領

地
は
環
赦

.
更
に
首
謀
家
臣
の
豊

丘
せ
よ
と

目
し＼つ
も
の
で
あ

っ
た

ク
し
廿
否
亡

.
楚
局
は
利
和
の
席
言
孝
方
面

の
家

島
蒋
鹿

部
許
さ
れ
､
領
域
は

=
十

万
石
か

､り
十

三
万
石
に
或

膚

の
上
t
白
石
に
転
封
と
覆

っ
巨

巧
で
布

石
P
k
.
首
謀
家

臣
と

し
て
上
申
さ
れ
七
楢
山
鹿
清
は
督
年
の
ユハ
月

二
十

1
日
盛
岡
の
報

恩
与

に
,S
/)
て
塑

卓
y
)れ

て

い
葛
C

き

て
､
才

に
八
戸
着

の

甲
罰
に
つ

い
て
で
あ
る

頚､
野
_止
碓
戦
争

伝
,JG
什
歪

古
事

杷
マ
東

征
率

い
る
八
百
着
鼻
の
絶
境

盲
と
よ
り

相
当

の
.短
節

が
秀
子

り
れ
k

が

,
｢
八
戸
虜
卿
謝
罪

款
不
差
出
傾

而
相
済

情
事

｣

(
｢
岩
手
県
安
居

･k
J
雪

二
十
上
官

｣
)
と

ー
沓

あ
を
等
け
吉
か
っ
た

り
で
あ

る
e

二
の
桑
雫

の
軍
務

ii
C
h

て
ば

T.厳
談

八
､戸
の
正
男

T
I
L
に
韓

し
い
の
で
､
三

,
R
,は
蕗
す

cl

む

す

び

果
京
都
に
匝
政
争
の
圏
外

_=
置

か
れ

て
い
だ
奥

習
空

か
に
も
､

鳥

羽

､
収
得
′の
強

い
i
Lよ

り
毅
火

の
考
.;'C,.と
こ
ろ
と
ち

っ
た

O
草

餅
両
軍

の
攻
撃

宮
腰
は
会
津

-
房
由

二
義

に
あ

っ
た
か

ー
そ
れ
モ

薩

長
聖
篭
卦､
含

考
厚
内

二
着

に
対

す
†rn
.R
蘭
専
従
帝
を
鳴
ら
N-
Jつ

と

い
､つ
一
面
か
あ

っ
た

｡
し
か
し

.
仔
と

い
っ
て
+
)軒
耳
帝

の
｢

天
下
S
耳
百
二

軒
L
斉
家

卦.
虜
調
音
醸
火
に
さ
ら
す
塵
票
と
伝

っ

た

の
で
お

り
-
申
郁
恵

と
･h_
会
津
言
葉
卓

ヒ
征
伐
す

る
に
は
奥

羽

を

こ
と
ご
と
く
敵
と
廿
フ
石
も
認
否
吉
は
た
ら
す
と
い
う

-
い
わ
ゆ

る
奥

羽
皆
敵
論
を
店
番

し
た
の
で
あ

る
e
項
羽
轟
竜

を
激
発
L
LN

参
寄
せ
官
碩
蕨
な

ど
の
無
理
韓
右
転
斉
は
'
か
か
る
啓

貫
の
主
戦

由
緒
育
毛

存
嘆

し
た
籍
罪

に
佃
な
ら
古

い
と

い
え

る
Q

(
尾
崎
d

E]郎

1
福

神
の
麓
軒

｣
)

こ
れ
に
対
し
て
鼻

羽
の
毎
着
は
私
哲

拳
固
の
非
を
あ
け
T
J
君
側

の
申
せ

l
滞
寸

ち
観
旨

で
虜

羽
到
着

- 2I--



同
盟
を
芳
痩

し
.空

こ
6
年

鼻

初
頭
審
藤
巻
肩

p
e

LJ
京
終
軍

未
到
耗
膏
ら
せ
農
地
に
転
逢
せ
わ
げ
古
､.り
青

い
布
目
に
追

い
.込
ま

里
iu
車

い
し

か
し

J
軒
政
守

軍
t
!
･L
F
HJ
ヒ
穀
努
を
も

り
ザ
k
l

L

､

津
島
軍
'林
産

々
と
悪

人
き
れ

て
J
番

手
?

耳
鼻
極

意
屠
ぎ
ち

ょ
､〔′

-｣
青

っ
L
/
い
っ
た

｡
二
＼つ
L
に
賃

の
車

で
､
弘
軒
藩

は

親

切
藩

と
貰
ヒ
打

碧
蔓
鹿

瀬
す

る
T
)と
に
な

る
か

二

束

は
項

重
判
菩

同

Llm:Tl
ブ

東

嶺

に
大

き
iif
嘗
馨

モ
与

r不
LLl.J

一
石
∵
諾

同
藩
点
前

く
ま

て
モ
同
質
の
立
場
宣
国
華
TTT
ち
二
と
に
を

石
か

､
む
前

･
蛋

画
面

蓬
i

(]
そ
の
方
向
宣
全

く
達

に
⊥
仁

Lj.+L
者

は

乾

に
述

べ
仁

と

二

う

で

て
.て

か

く
し
て
､
両
者

は
癌
戦
債
判
官
レ
｣
り
互
ヒ
]慧
川-

金
,つ

ノ

と

t.I,缶

否

か

'
軒
政
市

の

虫垂
潜
に
育
す
ス島

部
征
討
の
嘗
促

T
t･

二
三
日
ノ
r･_/奉
り
'

軌
妄

fS
l苧

教
官
元
す

ご
と
宣
謹

め
＼り
射
た

｡

こ
れ

｢
加
え
て
､
両
藷

の
台
上皇
息
･#

廿

〓
層
S
草

道
感
支
妄

iilb

-
七
二
J
i軍
環
:Ltrと
罵
門
l1
度
席
で
も

二
価
海
の

強
敵
常
務
母
.
牢

に
±

青
年

の
長

吉
に
わ
た

っ
て
培
わ
れ

て
き
JLj七

G
tで
あ

百

二

J

･:,二
･;･=.]藩

の
行
き
着

く
と
こ
hr･L
｢
戟

L
H
外

に
は
ち

か

っ
と
と

い
わ

お
ぼ
女

ら
長

い
が
J

一
)九

が
.地
七

で
.hq
両
葦

和
昭

(
⑦
連

字
開

く

lこ
｣
ヒ
恵

L･:ノ
'
耗
夜

へ
そ
T,･課
琴
を
環
し
た
と

も

U見
る
で
あ
う

､
二

と
ま
れ
,
坤
篭

の
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